
                   

 

 

 

1.はじめに 

複合現実感（Mixed Reality: MR）とは、「現実空

間と仮想空間を融合した複合環境の構築・描画技

術」[1]のことである。MR を利用するときに発生す

る動揺病に似た不快感は様々報告されているが、

その要因は依然として一概に断定されていない。

また、ユーザへと注意を促せるよう、生理指標を用

いた「酔い」の起因を予測する研究も報告されてい

るが、実験にて取扱う機器が専門的な場合が多く、

コンシューマ向けへの同様な提案が難しいという

背景となっている。本研究では、こうした研究結果

を一般ユーザーに昇華するための第一歩として、

より簡易的な生体計測デバイスとして着目したウ

ェアラブルデバイスを用いて生理指標を計測し、

主観指標や専門機器との比較を行った。 

 

2. 実験方法 

実験内容は西らの研究[2]を準えている。簡易性、

MR 空間における観察→作業が可能、等の観点から

実験刺激にはエド・インター社の「賢人パ 

ズル」を選択した。参加者は、「積まれた MR 空間

内の手本を観察する」→「手本の通りに実物を組み

立てる」を 1 ブロック毎に計 15 分間組み立て、そ 

 

 

 

 

の試行中に不快感に関連する主観指標２種と客観 

指標 3 種を計測した。MR 環境呈示にはキヤノン

製のビデオシースルー型 HMD、「MREAL Display」

のプロトタイプ機を使用し、主観指標にはシミュ

レータ酔いの症状の定量評価が可能な SSQ を試行

前後に、加えて実験試行中の時系列的な主観評価

の変移を計るための「１, 何も感じない」「２, 少し

気持ち悪い」「３，気持ち悪い」の３段階で口頭評

価させるアンケートを試行中 1 分毎に実施した。

客観指標は専門機器として Biosignalsplux,コンシ

ューマ向けのウェアラブルデバイスとして E4 

Wristband を用意し、前者は皮膚電気活動を、後者

は皮膚電気活動と心拍を計測した。 

  

概要: 複合現実感（Mixed Reality: MR）において、ユーザーからの映像、シミュレータ酔いからなる不快感が報告されている。現在、映像

酔いの原因は依然として一概に断定することはできていない。一方で、様々な客観指標によりこれらの不快感が発生する前、あるいは初期

段階に、ユーザーに対して注意喚起をするといった予防策が提案されている。しかしそのような試みを目的としている研究では、研究用の

専門機器を実験環境に導入していることが多く、一般ユーザー向けに対して同様の提案が難しいのが現状である。本研究では、より簡易で

ウェアラブルな生体計測デバイスを用意し、MR 環境内の継続作業に伴う不快感を測定、専門機器での計測との比較を行った。その結果、

皮膚コンダクタンス水準（SCL）の平均量において、用意した簡易的な手法でも主観指標に添った結果が得られる可能性が示唆された。 
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図 1. BiosignalsPlux 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 実験環境 

 

3. 実験結果と考察 

 主観評価において、全ての指標においてスコア

が有意に上昇されていることが確認された。対し

て客観指標に関しては、E4 Wristband における

SCL（皮膚電気活動から読み取れる皮膚コンダクタ                     

ンス水準）と心拍のデータから時間的要因による

有意差が認められたが、多重比較の結果に有意差

は認められなかった。考察として、計測機器同士に

対して分散分析を行ったところ、SCL に関しては

２機器の間に有意傾向が確認され、SCR（皮膚電気

活動から読み取れる皮膚コンダクタンス水準）関

しては有意差は認められなかった。続いて有意傾

向が認められた SCL のデータについて、２機器そ

れぞれ口頭アンケートとの相関係数を取ったとこ

ろ、「Biosignalsplux < E4 Wristband」という結果と

なった。以上より、SCR に関しては簡易的な測定

デバイスでも専門機器と同様の結果が導き出され

る可能性が示唆され、SCL に関しては有意傾向が

見られたものの、主観指標との相関係数が専門機

器に比べて大きいことから、専門機器とは異なる

結果を示すもより主観に近い結果を導き出せる可

能性が示唆された。 

 

 

 

 

4. まとめ 

 本研究では、より簡易なウェアラブルデバイスに

よる生体計測による MR 作業における不快感の評

価の可能性を示した。一般ユーザの目線に近い手

法で研究を行うという選択肢が増え、社会実装を

目指した方向性の 1 つの可能性として考えている。 
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図 2. E4 Wristband 

図 4.5 ２機器同士の客観指標の推移 


